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“食育”を通した“人と地域”の元気づくり 
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講 演 2 

最近の農業農村整備を巡る諸情勢 

                         北海道開発局 農業水産部長 内村 重昭 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（社）北海道土地改良設計技術協会 

 



講  演  1  

 
“食育”を通した”人と地域”の元気づくり 

 
天使大学 看護栄養学部 栄養学科 教授 荒川 義人 

 
※ 講演内容は事務局までお問い合わせ下さい。 
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講 演 ２ 

最近の農業農村整備を巡る諸情勢 

                    北海道開発局 農業水産部長 内村 重昭 

 

皆さんこんにちは。今、ご紹介ありました農業水産部長の内村でございます。今日は土地

改良設計技術協会の土地改良研修会ということで、1時半から約 1時間半に渡って食育のお

話があったところでありますけれども、それに引き続いて、ここに書いてありますように

最近の農業農村整備事業を巡る情勢についてということでお話しさせてもらいたいと思い

ます。その前に非常に膨大な資料を私どもの農業計画課の推進官が作ってくださいました

が、これをパワーポイントにすると、とてもじゃない大変な作業になるということで、パ

ワーポイントに出来ませんでした。私自身もパワーポイントでお話したことがないので、

ちょうどこういう形が良いのかなと思います。また、これから話す中で、どこまでテキス

トを説明できるかわかりませんが、良い資料でありますので、有意義に使っていただけれ

ばと思います。 

今、荒川先生から食育についていろいろお話ありました。私もたまたまこちらに来る前、

東北農政局でちょうど食の安全・安心と言いますか、消費行政について担当する機会があ

りまして、食料自給力の向上運動とか、そういう形でいろいろと現地を廻り、あるいは自

治体廻りといろいろしておりました。そういう中で、いろいろな知識も出てきたわけです

けれども、やはり 30 年間ちょっと、いわゆる農業土木行政と言いますか、土地改良に携わ

っている中で、初めていわゆる本当の農政そのもの。ちょうど品目横断の経営安定対策も

ありましたし、本当に農政に携わることが出来て、やはり我々の農業農村整備事業、土地

改良事業、これは他の公共事業とは違って農政と一体不可分のものであるということをつ

くづく感じさせてもらいました。そういう意味で、その食あるいは農について知るという

ことは、我々農業農村整備事業をこれからどう進めていくかという中で、一番重要なこと

になるのではないかと思いますし、今非常にその食料事情等がいろいろと国際的にも問題

になってきている。そういう中でも、やはりこの北海道がやはり日本の食料供給王国とし

て位置づける。ましてやその北海道開発、総合開発の中で北海道がいろいろな意味で日本

を支えるということで、いろいろな特例の中で生きてきたわけです。その意味を再度再認

識する意味で重要なことではないかというふうに思います。今、いろいろ食育のお話あり

ました。私もそういう経緯もあって、途中から聞かせていただきましたが、ちょうど会場

に入って来たときに朝ご飯の話がありました。私が現場の責任者で現場を廻るときに、あ

るいは会議の冒頭等で挨拶するときに、要するにこれは文科省の方の調査結果でも出てい

ますが、朝ご飯をきっちり食べている子どもの方が、あるいはそういう多い学校の方が成

績が優秀であること。こういう数値が出ていました。なぜかということをよく考えて見ま

すと、脳は寝ている間でもブドウ糖が供給されて動いている。従って、そのブドウ糖が減

っている分、やはり朝補給してあげないと体は保たない。だから、朝きっちりご飯を食べ
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る子は学校に出て行っても朝から集中力が高い。従って、その吸収能力も高いと言います

か、そのようなことでそういう差が出てくるのではないだろうかという統計データが出て

いましたが、そのようなことを言うと食育とか、あるいは安全・安心とか、そういう面で

は女性の方、ご婦人の参加が多くなり、ある意味で納得して帰っていただける。そういう

ことがあるかなと思います。 

食育の食という字、よくよく見ますと人を良くするという字になっています。人を良くす

るように育む。それが食育だと。文科省の教育の中には、知恵を育む知育と道徳、徳を育

む徳育、それから体を育む体育と、これが文科省の教育の３原則と言いますか、そういう

形になっているわけですけれども、そこに今先ほどの資料では平成 17 年に食育推進基本計

画が出来たのですが、やはり食育を入れてきているということで、食育が１つの流行と言

いますか、やはり日本人として、あるいは人間生きていく上で一番大事なことを改めて教

えているのではないかと思います。先ほど、食育のいろいろな効果というものについてお

話ありましたが、これは私なりに考えますとやはりその先ほどの話の中でもありましたが、

まず食育の目的と言いますか、そういうものでは選択能力、いわゆるどんなものを食べた

ら安全で安心で健康になるか判断できる。そういう選択能力、判断能力をつけてくれるこ

と。それから、その食べるということで、お箸の持ち方とか、あるいは良くいわれる、な

がらでのテレビを観ながら食べるとか、そういうふうにどういうマナーを身につければ良

いかという、いわゆる躾の面。そして、先ほどのお話の中にもありました、いわゆる農業

の生産から加工あるいは流通、あるいはその自給率の問題、あるいはエネルギーの問題、

ひいては環境の問題という形で、いわゆる国際的な食料問題です。そのようなものにも興

味を持っていただく。そう言った意味で、食育というのは大事じゃないかと考えています。 

先ほど日本型食生活のお話もありましたが、日本人の１つの特徴、日本人の体はお米食で

す。穀物、穀類を食べるのに適した体になっています。それは何かと言いますと、日本人

の腸というのは欧米人より長いというデータが出ています。これはやはり良く噛んで、穀

物をしっかり消化するという形態。そういう DNA と言いますか、そのような形態になって

いること。欧米人はどちらかと言うと、日本人より短いということは、やはり動物性タン

パク質を短期間に素早く消化するそういう能力を持っています。従って、良く噛んで長く

保たせる日本人が、やはり西洋食と言いますか、肉とかそういうものをだんだん食べると

あまり滞留時間が長くて、逆に体にその悪い支障を起こす。そういう意味で、昔は胃ガン

とか、胃ガンはもう病気ではなくなりましたけれども、最近大腸ガンとか直腸ガンとかが

多くなっています。西洋的な病気というものが多いというのは、やはりその日本人に合っ

た食べ物と言いますか、日本人が先祖伝来受け継いで来た DNA を１つには無視していると

言いますか、それに反した食べ方をしているのではないかと。そういうことも１つあるの

ではないかということと、それからやはり日本人は欧米人に比べて、食料に対する危機意

識、飢餓センサーと言われていますけれども、そういうものを持っている。いわゆる日本

人はこれまでの幾多の歴史の中で、冷害などで穀物生産が不足し、食料不足になったとか、
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そういうものを非常に経験してきている。そういう中で、体自体がある意味での吸収力あ

るいはその貯留能力と言いますか、体内貯蔵と言ったものを持っている特質があるのでは

ないかと言われています。日本人の食の味覚は独特なものがありまして、いわゆるうまみ

という成分は日本人が発見したというふうに言われています。これはちょうど百年前に東

京大学の理学部の池田喜久苗という先生が発見されたみたいですが、いわゆる 5 つの基本

的な味、苦みとかすっぱみあるいは甘味、あるいは塩味。それに更にうまみという成分が

今の食べ物の特徴を位置づけていると言いますか、そのように言われているわけですけれ

ども、もう１つそういうことを発見させた日本人の特色というのは、口中調味と言います

けれども、口の中で味を調べるという口中調味という特徴を持っていて、これは欧米人に

は真似できない特技というように言われています。これは何かと言うと、いわゆるご飯、

食事するときにご飯とおかずを交互に口にして、口の中でそれぞれの味を調和させながら

食べる方法。これは日本人の特徴だと言われています。あるいはひたいのこめかみという

のは、こめかみは米を噛むところ。要するに米を噛めば噛むほど血の巡りである血行が良

くなって健康にも良いと。話によれば縄文時代はその米一口を約 80 回で噛んでいたと。昔

は 30 回、今は 8回というふうに言われていますけれど、それだけ噛むこともなくなってき

たというようなことがあるかと思います。このように食育と言いますか、食のことについ

て前置きをいろいろと言っているわけですけれども、やはり先ほど言いましたように食を

知ること。そして農産物、農業の大事さ、そう言ったものをわかってもらうことが、また

我々その基盤を作っているものにとっての１つのやはり重要性を理解する、あるいは必要

性を理解してもらう一番良い方法ではないかと思います。先ほど PFC バランス、タンパク

質あるいは脂質、炭水化物のバランスは日本型食生活が良いという話がありました。ちょ

うど昭和 55、6 年くらいですか、そういうことに気付いてと言いますか、そういうことを

PR しようということで日本型食生活を推進しようと、あるいはその中でその一旦緩急があ

ったとき、輸入がストップしたときにその今のカロリーをどうやって維持していくかとい

う試算をいろいろ行いまして、我々は食料安保論というのを当時出した経緯があります。

その時には日本の農地面積はまだ 550 万 ha ありましたし、それにゴルフ場とか、そういう

ちょっと加工すれば、手を入れれば農地になる面積がいくらあるかということで、600 万

ha 以上の農地を確保して、とにかく輸入が全面ストップしても何とかなるという試算を行

いました。ただその時に当時の通産省の方から、日本人の体力とか、機械使わずに手で鍬

を持って田を耕す、畑を作るとか、馬あるいは牛に引かせてやるとか、そういうことは出

来ないでしょうと。油が入らなければなにもならないじゃないですかということで、それ

は机上の空論だというように徹底的にと言いますか、いろいろ言われまして、結局その時

萎んでしまいました。通産省の言い方はやはり相手国、輸入国をバランス良く多方面に渡

って確保していく。それが国際通商上、経済上も一番良い方法だと言われて、しょうがな

いかなということで農水省にはそれ以上言わなくなったという経緯があったわけです。 

その時に、いわゆる石油というものが当時はホルムズ海峡を経由してくる、中東から来る
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のが約 7 割でした。あとは中南米のベネズエラとか、そのあたりから輸入してもらったわ

けですけれども、昨年でしたかホルムズ海峡で米軍の潜水艦か何かが浮上して日本のタン

カーがぶつかったりしたことがありましたが、その時点で初めて、誰もあまり話題にしな

かったのですが、私なりに初めて気付いたのが、今は 9 割以上が中東から来ていること。

その多極的に輸入相手国を確保すると、そういうものも幻であって、最近では一極集中。

後ほど食料の農産物の輸入の中でも出てまいりますけれども、その輸出国というものが非

常に限られてきている。従って、もう相手国次第では非常に不安定な状況になってきてい

ます。あるいは昨日ハンドボールのアジアの韓国と日本の再試合がありましたけれども、

あれを左右していたそのアジアの笛ですか、そういうのを中東の笛を出している。そこは

クウェートの王子様が暗に支配しているのではないかと言われていますが、クウェートだ

って非常にその重要な石油の原油の輸入国でもありますし、そういうところをある意味で

反感持たせるということが、クウェート国民の感情を荒げさせることが、我々今度はまた

日本のその経済、そういうものにとってどういう影響が出てくるのか、逆に不安視せざる

を得ないと。それで、正々堂々とやることは正しいことですが、それでまかり通るのかと。

なかなか世の中まかり通らないことが結構、理に合わないことがまかり通っていること。

そういう実態もありますし、そういうことが非常に不安定な要因になってきているのでは

ないかと思います。今こそ正に当然食料の自給率もありますが、後ほどまたお話しますが

バイオマス、いわゆるエネルギーの地産地消というものも非常に重要になってきているの

ではないかと考えます。 

そう言ったことで、いろいろ話に入っていきたいのですが、資料 73 ページ以降にいろい

ろカラー刷りでつけております。この資料自体は昨年の 5 月ですか、今、経済財政諮問会

議、予算編成前には骨太ということで、骨太の方針予算がだいたい 5 月 6 月に方針が決ま

っていくのですが、その時点で農水省として骨太、そういう中で、やはり日本の食料事情。

そういうものを正しく知ってもらおうということで、総理の肝いりもあって、ここに 73 ペ

ージの目次の中で、ローマ数字でⅠという形でつけていますが、食・エネルギーを巡る国

際情勢と我が国農業農村の状況という資料が約 14、5 ページに渡ってつけておりますが、

これはその時の資料であります。これは先ほども言いましたように農林水産省の国際食料

問題研究会というところでまとめた議論に使った資料でありまして、最近のバイオエタノ

ールに伴います原料事業の増大。それから、途上国の経済成長や食料を巡る世界情勢の変

化の兆しが見られる中で、食料を巡る状況や世界の食料自給の見通しなどについて極力客

観的に把握・分析するために農林水産省が設置した会議でありまして、そこに出された資

料です。やはり、こういう状況で正しくこのような土地改良サイドで設定する研修会に参

画される方は皆さん方、農業についてもそれなりの状況を知り、また我々がやっているこ

との必要性、そのようなことは十分にご承知かと思うのですが、広く国民一般の方々に今

の本当の食料事情、日本の現状を知ってもらいたい、そういう１つの願いがあるかと思い

ます。一昨日ですか、国会の衆議院の予算委員会での福田総理は、皆様方もテレビでちょ
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くちょく、あるいは立ったぶら下がりの記者会見等でも、ある意味では素っ気なく他人事

みたいなことを言われる。あるいは国会の代表質問とか一般質問とか、そういう中では官

僚の原稿の棒読みだと言われている。あるいはそういう場面でテレビを観る機会が多いわ

けですけれども。あの総理が初めてというように書いてありましたが、原稿なしに日本の

食料事情について、食料は海外でいくらでも買えるという考え方は極めて危険だと。この

ようなご発言をされたこと。今まで極端なことを言えば、金を払えばいくらでも輸入でき

る。あるいは日本は金を持っているのだからという乱暴なことを言っていた人も多かった

が、なかなかそうは行かない事情が出て来たのではないかと。特に食を巡る不安定要因と

して、温暖化あるいは水不足。水不足については昨年、大分で行われましたアジア太平洋

水サミットというのが開かれましたけれど、その中でもやはり農業と水問題というものが

非常に議論になりましたし、そして、今回洞爺湖サミットが 7 月にありますけれども、そ

れの京都かどこかで開かれる外相会議でもやはり水問題を議論しようというようになって

います。あるいはその先に行われた会議でも、総理の方はそういう発言されていますし、

あるいは世界的な人口増加、そうした中で農業に対する理解を深めていく必要があります。

国民世論も今までは割合のんびりに考えていたかも知れませんが、今はかなり深刻になり

つつある状況だということを認識すべきであると、そのようなことを総理が原稿なしに自

らの言葉でおっしゃったということが新聞に書いてありましたが、正に日本の国民皆さん

がそういう認識を持っていただきたい。そういう危機的な状況だということをいろいろな

形で、あるいはまたこの食育という場を通じて、子供たち、またお母さん・お父さん方に

も理解してもらう。そういうことが一番必要なのではないかというふうに思います。 

Ⅰ 食・エネルギーを巡る国際情勢とわが国農業農村の状況 

Ⅰ・１ 世界の食糧需給の現状 

75 ページでは、世界の食料自給の現状ということで、農産物の需要については当然人口

が増加していけば、食料が必要になってくる。あるいは所得水準が上がれば、その需要量

が増加していく。所得水準が向上するとやはり動物性のもの、畜産物へのニーズが増えて

いく。そうするとやはり飼料とかそういう意味で必要な穀物が増えていくという状況があ

る。そういう中で、一方では今化石燃料に対する啓蒙、あるいは地球温暖化に対抗すると

いうことでバイオマスというものが非常に脚光を浴びている。そういうことでそれは原料

用、食べ物ではなくて原料用としての農産物の需要量が増加していく。そこで、今までな

かった状況としてバッティングが起きてきている。こうした中で、農地面積の砂漠化とか

いろいろな状況があります。そういう中で、新しく開拓しながらも横ばいで推移していく

でしょうが、人口は増えていく。それから、生産量となる反収そのものは、今まではかな

り技術の向上で反収の向上を図ってきたけれども、なかなかこれからはそれほど反収の向

上は望めない。そうなると、やはり一人あたりの穀物収穫面積、そういうものは半減して

いくという状況があるということです。 

それから、次のページの頭、上の表では、その期末在庫量、年末の穀物等の倉庫にある保
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管量、そういうものが昨年は非常に不安定化してきて安全な水準を下回っている。これは

ちょうど 1972、3 年ですか。その頃に世界的な食糧不足があったということなのですが、

私自身そういう状況があったのかなと。昭和 48 年ですとまだ学生でいたのですけれども、

あまり認識はないのですが。ただ、オイルショックでトイレットペーパーとか、いろいろ

な騒動があったとか。そういうことを思い出せばその前後の年にやはり世界的に穀物の需

要が不足した。そのような状況があったということで、そういう水準に至ってきていると

いうことです。 

一方、国際的な価格は徐々に上昇してきていることがあります。更に厳しい状況としては、

やはり中国あるいはインド。そうしたところでの人口増、そしてまた国内総生産と言いま

すか、GDP 等も向上してきて生活水準も向上してきている。そうなると先ほどのお話と同様

にその国内でのその需要量が増えてきている。統計的に見るといつの間にか中国は、いろ

いろと中国からの輸入野菜とかそういうもので問題になってきましたが、2004 年からは農

産物の輸入国に転じているという実態。それから、インドも昨年不作がありまして、輸入

関税を撤廃して小麦の大規模な輸入をしているという実態があります。このようにアジア

の中でも中国・インドの現状もありますが、世界的にもオーストラリアの大干ばつとか、

そう言ったこともあって自給が、供給が、生産がタイトになってきているところがありま

す。 

Ⅰ・２ 世界の食糧需給の見通し 

先ほど、原油の輸入のお話しをしましたが、その輸入相手国と信頼関係を築いて、多国間

貿易で確保しておけば良いのではないかという話がありますが、それぞれの国の状況を見

てみますと、やはり自国の供給、自分の国の食料を供給するということが、やはり最大の

ポイントと言いますか、そうならざるを得ない。それが通常の政治の状況だと思います。 

相手国よりかは自国の民政を安定することが大事だと思います。そういう意味では、中国

も昨年の 12 月には、やはり国内の穀物自給がタイトになっていることもあって、食料輸出

の制限とか、あるいは市場管理の徹底を行い物価抑制策を公表しているという状況で、中

国も益々これから輸入国になっていくであろうという状況があるのではないかと思います。 

そういうことでいろいろ書いていますが、79 ページの下の方にバイオ燃料のことが書い

てあります。今地球温暖化対策ということで、バイオマスが植物由来資源であれば、その

二酸化炭素がいわゆるゼロエミッションと言いますか、ゼロになるということで、今流行

っているわけですけれども、京都議定書等の話もあって、それ以降アメリカは京都議定書

には調印しないということできたわけですが、やはり国内世論に対抗できずに昨年のブッ

シュ大統領、昨年の 1 月のブッシュ大統領の一般教書の中で、赤書きで書いていますが、

年間 350 億ガロン、2017 年度までに年間 350 億ガロンの再生燃料、代替燃料を目標とする

ということを言いました。その緑書きの横に書いてある表の中では、現状のままでのアメ

リカのトウモロコシの仕向先の見通しということで、2005 年にはそのトウモロコシの約 14%

が燃料用に仕向されてきたけれども、今の推移で行くと 10 年後には 31%。約 3 割が燃料用



 - 63 -

に仕向されるだろうというように書いてあるわけですが、この時が今の生産量を維持して 3

割仕向すると 110 億ガロンのバイオエタノールが生産できるという形になっているんです

が、先ほど言いましたブッシュ教書の中では 350 億ガロンということですから、3倍。この

3倍をトウモロコシに換算すると 3倍の面積が必要、収量が必要ということになっているわ

けです。こういうことで、且つアメリカの場合は大資本、メジャーがありますから、その

メジャーがやはりトウモロコシを高い値段で買い付けている。そういうこともあって、ア

メリカでの小麦あるいは大豆の作付面積がどんどん減って、トウモロコシに変わってきて

いるという現状があります。そうすると、日本の大豆というのは、アメリカから多くが輸

入されてきているわけで、その大豆が非常にタイトになってきている状況。それから、や

はりその少ない面積、面積が減る中で収量を安定させなければならないということになり

ますと、やはり病虫害に弱い、強いと言いますか、安定的に生産できる品種に替えていか

なければなりません。そうしますと、遺伝子組み換え作物としての大豆、そういうものが

アメリカ大陸での大豆の生産にも使われてきているという実態がありまして、これは生理

的になのでしょうが、日本人というのは遺伝子組み換え作物はいらないという風潮があり

まして、日本の商社もアメリカ等ではその遺伝子組み換えでない大豆を買い付けていると

いう状況なのです。しかし、なかなかそれが手に入らない。日本向けにその確保すべき量

の 1 割か 2 割程度しか、なかなか確保できない。且つ、どんどん価格も上昇していくとい

う状況が現状ではないかと思います。 

Ⅰ・３ 資源エネルギー、地域環境問題等の状況 

そういう状況の中で、いろいろとその後農産物価格の上昇とか、ここに出ていますが、85

ページを開いていただきますと、上の表に先ほども言いましたように、今の農産物価格と

いうものは、1973、4 年の水準の値段と同じようになってきていて、その後落ち着いている

のですが、最近の 3年前と比べると小麦にしたら 3倍、あるいはトウモロコシ・大豆が 2.3

倍というふうに価格は上昇してきており、これがこういう形で高値で今後は推移していく

のではないかという見通しになっています。それから、今盛んに言われている 1バレル 100

ドルと言われるように原油価格も高騰してきていることで、それによって、その輸入・運

送、そう言った輸送コスト等に跳ね上がってきているという状況で、益々上昇していくの

ではないかと思います。 

86 ページには、風が吹けば桶屋が儲かるじゃないですけれども、どういう理由で、どう

いうものの影響で価格が上昇していくという相関図が書いてありますが、このようにその

途上国の経済発展で、自給がタイト化することによっていろいろな価格の上昇が出てきて

いる。あるいはバイオエネルギーの需要の増加によって、農産物の価格あるいは製造コス

ト価格に跳ね上がってきているという相関図が書いてあります。 

Ⅰ・４ わが国の食をめぐる状況 

87 ページに入りまして、我が国の食料事情。食を巡る状況ということで書いてあります。

ここで着目していただきたいのは、その自給率の問題。昭和 30 年代には自給率は 70%以上
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ありました。その時のその熱量を構成している要因がいろいろ書いてあります。ちょっと

非常に見にくいですが、下の方の一番幅広いところが米で、米が自給率 100%でその日本人

のカロリーの熱供給量の約 4 割以上をお米で占めていたという実態があるわけですけれど

も、今右側の縦の表なのですが、これで見ますと今では日本人のカロリーの約 2 割しかカ

ロリー、熱源としては対応していないこと。いわゆる日本人の食を支えるお米が昔は 5 割

近かったわけですから、米というものはやはり政府が管理して、主食として管理していか

なければならなかったという状況がありますが、今では約 2 割に下がってきています。と

いうことは、それほど米も大事な農産物ではなくなってきたこと。普通の大豆とか野菜と

か、これらと同じ並びになってきています。こうしたことから、特別に保護しなければな

らない作物ではなくなってきたという実態がここに如実に出てきているのではないかと思

います。 

あと１つ気をつけていただきたいのが、その右のグラフの中で、ちょっと非常に見にくい

ですが油脂類というのがあるかと思います。これがその自給率の構成要素の約 1 割を占め

ているわけですが、油脂類は自給率 3%と、これは何かと言いますと、いわゆるいろいろな

油、天ぷら油とかそういうものもありますけれども、あるいはマーガリンとか、加工品も

あります。これがほとんど大豆で、輸入大豆で賄われているという実態があります。やは

りその自給率を上げていくという中で、米の消費も増やさなければならない。米の消費量

が減っているという面もありますが、こういう油脂類なんかを輸入大豆で賄っている。こ

ういうものはやはり国産の大豆で何とかならないか。あるいはまた BDF とか、そういう中

で菜種油というのがありますが、値段は少し上がりますが、そういうもので自給率を高め

ていくということ、あるいは北海道では率先的に行っていますが、畜産物の自給飼料化、

これらも非常に重要になってきているという状況があります。あと食の外部化ということ

で、中食と言いますが、素材の加工品をスーパーとかコンビニで買う中食あるいは弁当な

んかを買う中食、それから外食というものが非常に大きなウエート、消費脂質は下がって

きているのですが、その比率は変わらない。これは比率じゃなくて金額は変わらないとい

うことでウエートが高まってきているものと思います。ここに少し書いてありますが、こ

うした食生活の多様化・高度化に対応して、食品産業の規模も拡大し、食品産業全体の生

産額は約 80 兆円、就業者数で 774 万といずれも全産業の 1割を占めるに至っているという

ように書いてあります。全国平均ではこういう食文化と言いますか、食品産業のシェアと

いうのは、GDP にシェアというのは 1割、約 10.9%なのですが、北海道だけで見るとやはり

北海道は、農産物・水産物が非常に宝庫でありますから、北海道のその食品産業の比率と

言いますと約 37.7%で約 4割となっています。北海道の産業というのは、いろいろな産業あ

りますけれども、一次産品に依存しているという実態が明らかになるかと思います。食味

の安全・安心ということについては昨年来、一昨年不二家のケーキ問題に端を発し、ミー

トホープ事件あるいは赤福とか、吉兆とか偽装問題ということがいろいろ話題になってお

りますが、それに続いてその飼料農産物の輸入貿易が、先ほど言いましたようにアメリカ
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とか、その産品によってはその輸入相手国が限られてきているという状況が、この右の円

グラフで如実にわかるかと思います。それで、89 ページの上の方には海外の農地や水資源

に大きく作用するということで、その日本が輸入している作物について国内で生産したら

どうなるだろうかということを試算したものになりますが、日本の農地面積は 470 万 ha 弱。

ところがその日本人が必要な穀物類、そういうものを仮に日本の生産収量で賄うとしたら、

1,200 万 ha ほどの農地面積が必要になります。現状の約 4 倍弱くらいの農地面積が必要に

なってくるということで、非常に海外に多用している。海外で生産するということは、農

産物の生産には水がどうしても必要になります。ということで、いろいろバーチャルウオ

ーターという試算のやり方もありまして、これは東大の生産技術研究所の沖先生が試算さ

れていますけれども、特に輸入の多い小麦、それから大豆、トウモロコシ、畜産物、この

ほか日本で生産する飼料等も含め、日本で作るとした場合に必要となる水の量というのを

試算しますと、この 4 品だけで年間 500 億ｔの水が必要だとか。日本の農業用水は、日本

の水需要の約 3 分の 2 を農業用水が使っていますが、日本の農業用水の年間総使用量とい

うのは、570 億ｔと言われていますから、それに匹敵する量となっています。これは米や日

本の農業品を作って使用している水の量です。それと同等の部分が日本の農業人の需要量

相当分が海外からも逆にまた水を輸入しているという実態という試算結果にもなります。

あるいは、その環境問題が盛んに言われていますが、且つまた原油高、輸送コストが上が

っているということで、フードマイレージという考え方もあります。要するに輸入量×距

離、移動距離というものを試算して比較してみると、ということになるわけですけれど、

日本の輸入している農産物と相手国からの距離を累積した、サムアップすると約 5,000 億

ｔ㎞ですか。という、これは平成 12 年の数値を使った試算値になりますが、これはお隣の

韓国の約 3.4 倍。あるいは米国の約 3.7 倍ということで、本当に日本が相当多くの国から

輸入している実態ありますが、このフードマイレージという考え方が何故流行ったかと言

いますと、先ほども言いましたように輸送コストがかかる、その輸送に燃料を使うという

ことは、ガソリン・重油を消費するわけですから、逆に環境汚染、CO2 を排出しているとい

うことで、フードマイレージは少ないほど環境汚染ひいては環境対策に寄与していること

になるわけですが、やはりその数値が高いということは、逆に CO2 を更に負荷かけている。

地球温暖化に逆に負荷をかけているというような実態が明らかになるのではないかと思い

ます。 

Ⅰ・５ わが国の農業生産構造 

そういう中で、我が国の農業生産構造がどうなっているかということが 90 ページ以降に

書いてあります。農業生産の推移、これは農業産出額全体で比較していますから、農業産

出額というのは価格と連動してまいりますので、このグラフを見て農業産出額が減ってき

ている要因というのは、一概になにが要因ということは言えないのですが、ただ算出額が

減ってきている実態にはその農産物の生産量自体が減っている以上に、やはり米の価格が

下がってきているということが大きな要因ではないかと思います。一方、北海道の農業産
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出額というのは、近年でも 1 兆 1 千億というふうに 1 兆円以上の生産額、産出額を誇って

いますけれども、これは昭和 59 年以降、もう 22 年も 1 兆円以上を確保してきています。

それだけの頑張って来ているわけですが、全国シェアで言いますと北海道は昔は約 7%台で

あったのですが、今では約 13%のシェア。農業産出額で見ますと、そういうシェアになって

います。13%が全国一かというと、実は九州が 19%、それから東北が 16%ですから、北海道

は 3 位になるわけです。そういう中でも全体が減少してきていますから、北海道のシェア

は高まってきています。実は 10 年前を見ると、東北が全国一位の農業産出額でした。とこ

ろが今九州に抜かれてという実態があります。この要因はやはりお米の価格が下がってき

ていること。東北 6 県の中でも同じように比較してみると、10 年前は農業産出額の 1 位は

福島県でした。ところがやはり米の価格の影響で、今青森県の農業産出額が 1位。それで、

その構成を見てみると、お米と畑作、野菜と果樹と、それから畜産ですか。そう言った概

ね 4分の 1ずつのバランスの良く取れた生産体系と言いますか、生産構造になっています。

北海道もそれに近い形かと思いますけれども、そういう形で、やはり米の価格の影響をあ

まり受けないという実態で、今東北では青森が一番農業産出額の上昇が見られる状況です。

農業構造とかそれは高齢化が進んでいるという実態。それから、農地面積については毎年

毎年改廃が起きている。そういう中でも北海道は逆に今 120 万 ha ありますが、それを維持

してきているというのが北海道の特徴ではないかと思います。 

Ⅱ わが国の安全・安心を担う北海道の農業の体質強化に向けて 

Ⅱ・１ 北海道農業の特徴 

93 ページに行きますと、北海道農業の特徴ということで、北海道の農地面積、要は 120

万 ha を維持していますので、全国シェアで見ると全国的に減少していますので、今では全

国の農地面積の約 4 分の 1 が北海道にあります。それから、戸当たりの経営状況を見まし

ても、主業農家、専業農家と第１種兼業農家、そういうものを含めた主業農家率等も 9 割

以上が主業農家で頑張っていらっしゃる。それに対して、且つ戸当たりの農地面積も平成

17 年で約 20ha になってきているという実態。益々大規模、専業的に特化してきているとい

う状況かと思います。それから、先ほどもお米の値段の話をしましたが、ここでは 40 ペー

ジの上の表では、営農類型別に水田作、畑作、酪農経営ごとの農業総収益の比較を書いて

おります。その下には北海道と本州の方との総農家所得、それに対する農業の依存率が出

してあるわけですけども、このように都府県の方ではやはり 3分の 1が農業所得で、3分の

2は農外所得。東北で昨年統計を取ったときに、農業をしていないサラリーマン家庭との所

得の対比をしましたら、やはり農家の方が農業の収入がある分多い。約 1 割程度、普通の

サラリーマン世帯に比べたら農家の方が所得が多いということですがその農業は厳しい、

厳しい状況もあるのですが、貧乏だとか、そういうものは当てはまらない。これは本州の

場合の話です。北海道は正に専業でやっておりますから、大変な状況にありますが、まだ

これは所得で単純に言っていますが、逆に労働時間で見るとやはり皆さん方よくご承知の

ように、酪農家から畑作、水田作という形で、労働時間は酪農家が大変で土日もない、正
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月・盆休みもない。そういう厳しい状況にあるかと思います。それから、北海道農業の主

張をいろいろと特徴ある農業生産ですとか、担い手の状況について行っていますが、そう

いう北海道農業の現状をお話してきたわけですが、いろいろ先ほどから食の安全・安心と

か、あるいは農産物の輸入の話。いろいろしてきているわけですが、そういう中で、やは

り北海道の農業のウエートが非常に高まってきているということを我々実感しなければ、

あるいは逆に誇りに思わなければならない。そのように考えなければならないかと思いま

す。 

Ⅱ・２ 新たな北海道総合開発計画の策定について 

96 ページ以降には、今年の 3 月に閣議決定を目指しております新たな北海道総合開発計

画第 7 期計画と言っていますけれど、それに全体構成とその中での農業の位置づけという

ものを非常に文字が小さいですが、今パブリックコメントに出している案でのその文章を

ここにご紹介してあります。やはり一番はじめにくる農業はグローバルな競争力ある自立

的安定経済の実現という中で、食料供給力の強化と食に関わる産業の高付加価値化、競争

力強化という中で、やはりその農業の話が北海道の特色として打ち出さざるを得ないと言

いますか、当然それに対応した形で今後とも北海道開発を進めていかなければならないと

いう状況はあるかと思います。それから、最近の特徴として、当然環境問題というのもあ

りますし、地球環境時代をリードし、自然と共生する持続可能な地域社会の形成の中で自

然共生社会、そういう中でいろいろな自然環境に配慮した農業・農村、あるいは本来ある

自然と共生する農業生産、あるいは北海道特有の良好な景観、農村特有の良好な景観の形

成・促進。そして、豊かな自然環境の保護と保全再生ということが、この中で謳われてい

ます。 

 Ⅱ・３ 北海道における農業農村整備の展開方向について 

これらに応えるべく、我々農業農村整備事業を展開していかなければならないと思います

が、ここに 99 ページ以降に、今後の展開方向ということで、水田・畑作あるいは酪農につ

いていろいろと書いています。当然、北海道の水田は、入植から始まったということで、

当然区画形状は碁盤目状に概ね成形されてきたという経過があります。そして、また道営

を主体として圃場整備を行ってきたこと。圃場整備率では 9 割以上が区画成形は出来てい

ますが、区画面積は 3 反から 5 反と小さく、そういうものでは非常に間に合わなくなって

きている。特に農家戸数が減少している中で、やはり規模を大区画化していかなければ、

その離農跡地とか、そういうものの対応と言うものが出来ないということで、今盛んに直

轄事業で区画整理を行っていくということが重要になってきています。 

一番最後の資料の中にも、来年度予算の中でも書いておりますが、着工地区として富良野

盆地と妹背牛。これは水田地帯の大区画化です。平均、概ね 1 町から 2 町くらいの区画に

していこうと。それから、美唄地区が新規調査にはいる予定です。これは約 3,000ha の水

田の圃場整備になりますが、そういうものも進めていかなければならないという状況にな

ってきます。こういう事業を今度は実施の段階と言いますか、着工の 2 地区は着工になる
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んですが、いろいろ計算していきますと、やはりピークには年間に 400 町歩の区画整理を

実施しなければいけないという状況が起きてまいります。国営の直轄の農用地再編整備事

業の採択基準というのが 400ha 以上。いわゆる国営地区 1 地区分を毎年毎年、実施してい

かなければならないという、非常に大変な状況になるわけですが、それでも地域の方々が

直轄でお願いすると言っているには、やはり短期集中的に早いスピードで整備してほしい

こと。そうしなければ農家戸数の減少が追いつかないという状況がありますから、我々と

しても重大な決意を持って対応していかなければならない状況かと思います。 

それから、畑につきましては特に昨今の異常気象、少雨傾向。そういう中で、今更ながら

に、今畑かんの効果というものが非常に注目されているという実態があります。特に十勝

地方でもこれまで明渠排水等を主体とした排水改良を行ってまいりましたが、それが一段

落してくると、すでに畑地かんがいの事業がスタートし、だいたいもう収れんしようとし

ているわけですけれども、ただ、今まであまり興味を持たれなかったところも、やはり畑

地かんがいが重要だということで、それらに対応した形での水資源というのは、ある意味

で限られて作るべきところは作ってきたということもありますから、いろいろな形で水の

見直し、水の再編、そう言ったものもこれから大事な事業になってくるのではないかと思

います。それから農業水利資産、基幹的な農業水利資産というものは、延長にすれば約 4

万㎞。地球一周分あると言われているわけですけれども、北海道でも基幹的な部分だけで

も約 1 万㎞ある。資産的には約 3 兆円の資産にもなっている。これは基幹的な部分ですか

ら、これに支線、末端、そういうものを入れていきますと、相当な規模になります。全国

でも先ほど 4 万が 40 万、地球 10 周分になりますから、1 万㎞ですから 10 万㎞。それくら

いの農業水利資産があるのではないかと。これらを有効にそのマネージメントしていかな

ければならない。それが今後非常に重要になってくるのではないかと思います。それから、

先ほどの第 7 期計画の中で言いましたが、環境との調和への配慮。そういうものにも留意

して進めていかなければならないと思います。 

102 ページ以降には担い手、地域特性に応じた今後の整備の方向ということで、いろいろ

と現状、そして今後事業で、このように進めていきますという事例を水田とか畑、あるい

は酪農地帯、そうしたところで行っていこうというような形で載せております。 

ただ我々は農業の基盤を作る。農業生産基盤を整備していく。あるいは環境に配慮してい

くというだけではなくて、やはりその農業を核とした地域づくりというものにも着目して

進めていかなければならないだろう。いわゆる昨年来からの品目横断とか、そういう中で

集落営農という言葉が盛んに言われました。北海道は個別経営体が多いですから、なかな

か集落営農というものを適応するのは限られた地域でありますけれども、ある人の言葉の

中に集落というのは人と暮らしだと。営農というのは農地とお金。１つの産業としての農

業で村は守れないけれど、でも農業を守るためには村が必要であるということをいわれて

います。やはりそこに、その農業をする人だけではなくて地域を形成する、コミュニティ

を形成する人が住んでいなければ、その地域そのものは成り立っていかないだろうと考え
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ます。今回、特に本州の方ではその集落営農、そういう中で、一方で農地・水・環境保全

向上対策というものが、今回の農政改革の中で平成 19 年度から本格実施されているわけで

すが、品目横断とその米対策、米改革というものは表裏一体であります。 

それから、品目横断と農地・水・環境保全向上対策、これは車輪の両輪だというふうに言

われてきました。最初、どういうことなのかあまり意味がわからなかったのですが、１つ

にはやはり混住化する中で、米生産、農業生産が厳しくなっている中で、やはり末端の管

理というものが厳しいだろうと。そういう意味では、北海道の場合 10a 当たり 3,300 円／

年。これについては、本来は農家に個々に所得補償として払うべき金額である。ところが

今はばらまきとか、批判を受けることもあり、個々人に配分する、税金を配分するという

のはなかなか難しい状況にあります。そういうことで、ある意味の所得補償の一環として

地域の活動、景観保全活動あるいはその維持管理活動、それに対して助成するという形で

10a 当たり 3,300 円／年、本州の方は 4,400 円／年なのですが、そういう金額が配分された

と聞いています。ただ、その農地・水・環境保全向上対策を行っていく、それは農家だけ

ではなくて、非農家も巻き込んで行うという中で、今までおつき合いなかった隣近所の人

と話をするようになってきた。あるいはその中で担い手が誰かということをよく認識でき

るようになった。従って、やはりこの地域も、地域・集落を守るためには集落営農をやろ

うじゃないかということで、その農地・水・環境保全向上対策の活動の方からそういう集

落営農という意識が生まれてきたというようにも聞いています。そういう意味で、両輪な

のかなと。農政改革の両輪であると言われているのではないのかと感じた次第です。従っ

て、そういうこともありまして、我々どちらかと言うと生産基盤の整備あるいは環境、景

観配慮ということで行っていますけれども、やはりそういう中で、その農業を核としてそ

の地域が活性化するような方策、そうしたことも考え、念頭に置きながら総合プランを立

てる。そして直轄で行うべきところ、あるいは補助金で行うところ、あるいは交付金で行

うべきところ、あるいは単独事業で行うべきところ、民間が行うべきところ、そういうマ

スタープランづくりをしながら我々の今後の計画づくり、そういうものが重要になってく

るかなと思います。 

そういう意味では、特に土地改良設計技術協会に関係されますコンサルタントは、正にこ

れから今まで蓄積されたノウハウをこれから発揮すべき時期かなと思います。また一方、

開発局の方では、わが村は美しく北海道運動ということで、いろいろとその地域の自発的

な活動に対して、それを見つけ出し、検証し、そして広めて行こうという運動を行ってい

ますが、そういう地域づくりの仕事というものをソフト的な仕事というものをこれからは

非常に重要になってくるのではないかと考えております。 

一方では、やはり北海道の農業・農村や土地改良というものを考えたときに、私自身一番

気になると言いますか、やるべきことというのは、当然その規模の大規模化。そういうも

のに対応した農業生産が出来る体系づくり。これは重要なことでありますけども、一方で

はやはり酪農、家畜糞尿というものがあります。それと、冬の雪と言いますか、そういう
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ものがあります。それをその地域資源としていかに有効に利用するか、リサイクルするか。

これがやはり北海道の農業土木技術者なり、我々農村に携わる人間の使命ではないかとい

うように非常に思っています。今回 19 年度から農水省のバイオエタノールの実証化事業と

いうことで、十勝・清水で規格外小麦と、それから品目対象外のビートを使ったエタノー

ル工場。年間 1.5 万 kl の生産が目標。それから、苫小牧ではオエノン、合同酒精系列があ

りますが、オエノンホールディングスが米を使ったバイオエタノールという具体的な計画、

これも同じ規模になりますけども、これを平成 21 年から稼働できるようにということで、

今基本設計、そして工事発注、建家の発注に入ったわけなのですが、そういう大規模な工

場も出て来ているわけです。バイオマスというものが始まった原点というのは、地域資源

循環、リサイクル、そういう発想ですから、そういう大規模なものとは別として、やはり

地域地域でそのある意味でもったいないという感覚からやるべきものもあるんじゃないか

と。極端な例を言いますと、例えば八郎潟というところがありますけれども、あそこは青

刈りとか、生産調整に協力していろいろ問題になっていますけれども、やはり農業をやっ

ていますから、農薬を使います。そうすると閉鎖性水域になって、そこの調整池に窒素・

リンがだいぶん溶出している。ところがそこに外来魚のブラックバスがたくさん棲んでい

て、そのブラックバスが非常にリンを吸収して、リンが蓄積されている。ですから、今進

めようとしていることは、ブラックバスを飼料に使うこと。肥料に使うということで、ブ

ラックバスを県もお金を出して研究開発して、それを肥料化しまして農地に還元する。そ

うするともうリンを投入することは不要なのです。そういう意味でのリサイクルというや

り方もありますし、個々に農家の方々は 200 頭、300 頭飼っておられる方は、もう既にバイ

オマスプラント。バイオマスのプラント売電で何とか維持費用を生み出しているという

方々もいらっしゃいますけれども、今正に直轄事業とすれば、別海の方で環境かんぱいと

いう形で実験プラントもありますが、あれはある意味で集合型になりますが、3戸に 2個と

いう形でスラリータンクを作ってきております。あれは好気性という形でそこで発生して

いる、要するに匂い対策とか、あるいは河川環境対策とか、流水対策としては非常に効果

を発揮しておりますから、それはそれなりの効果があって、これからも推進していくわけ

です。スラリータンクの中からメタンガスが出ていて、空中に放出していると、好気性で

すからそういう形になっているわけですけども、それらは固形分が 4%になって、だいぶん

希釈されたガスにはなるのですけれども、メタンガスを有効に貯めようとすれば、やはり

12%くらいの固形分量が必要だと言うのですけれども、その 4%3 倍希釈しても別に時間かけ

れば、ちゃんとガスは貯まるということがありますし、それらをうまく使えないかと。そ

れらを発想するには最近は天然記念物のタンチョウヅルがスラリータンクのしかも地面と

間違って落ちて死んじゃうというようなこともありますから、それだったら蓋をかける。

蓋にちょっと風船つけたらガスが貯まるんじゃないかとか。いろいろなあまりお金のかか

らない方法で、そして今動いている姿の中で何かうまい方法はないか。１つはもったいな

いという意識の中で、リサイクルを行っていくと、そういう発想も必要ではないかという
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ふうに思います。 

時間も過ぎてしまいましたので、最後まとめたいと思いますが、やはり先ほど言いまし

たように、これから今世界的な食料自給の問題、あるいはエネルギーの問題というのは非

常にタイトになってきている。そういう中で、エネルギーの問題にすれば化石燃料に勝つ

ものはないのですが、化石燃料も有限であり、そういうことを考えれば、少しでも化石燃

料の延命化を図る。そうすれば、やはりエネルギーも出来るものから使う。エネルギーも

地産地消という発想を持つ。それが、先ほどの一番最初に言いましたその食糧安保論の中

で、ガソリンがなければ何も出来ないでしょうということに対抗する唯一の手段。 

それが出来るのが北海道だと私は思います。そういう意味で、北海道の北海道総合開発

法が出来た趣旨の中で、やはりその日本の民政を安定するための北海道という位置づけが

あったら、いろいろな北海道特例という厚遇されてきた形で事業が展開されてきた。それ

が若干、気が薄れているという面がありましたが、今この時期こそやはり日本全体、国民

にも総理自らもおっしゃっているように危機意識を持ってもらって、そして北海道の重要

性を再度認識してもらうと。そして、我々はそれに応えるべく、だからこそそういうよう

にいろいろな事業を展開し、環境にも優しい、景観にも優しい。そうすれば、その日本人

の食料生産は基より、憩いの場としての北海道。そういうものも出来るのではないかとい

うように思っています。そういう意味では、本当はこの協会と言いますか、コンサル部門、

シンクタンク部門、非常に期待すること大だと思います。こんな形でよろしくお願いいた

しますが、もう１点最後に 3 つの目というのがあります。虫の目、鳥の目、魚の目という

ことを、私の上司から良くいわれた言葉なのですが、我々農業土木というのは、ある意味

一種馬鹿ですから、１つのことだけ集中して、虫の目、点しか見ていない。でも、世の中

いろいろな角度からものを見るべきだと。鳥の目というのは夜見えない目じゃなくて、高

いところを飛んでいる鳥、そういう高い視点から物事見てみようじゃないかという鳥の目。

そして、やはり世の中流れています。時代の趨勢、北海道は特に北海道モンロー主義とい

ろんなこと言われますけども、なかなか外を見ないという特徴もある意味ではあるんじゃ

ないかと思います。そういう意味で、世の中の流れがどうなっているか。魚の目になって

見てみようと。そういうものの見方でやっていくことが、これから益々重要になって来る

のではないかと思います。そのようなことを期待しまして、祈念いたしまして僭越ながら、

雑談が多かったですが私の講演にさせていただきたいと思います。1時間あまりのご静聴あ

りがとうございました。 



 



第 ２ 回　土 地 改 良 研 修 会

平 成 １ ９ 年 度

  開催日時　　　平成２０年１月３０日（水）
　　　　　　　　      午後１時３０分から４時３０分まで

 会　    場     ホテル　ポールスター札幌

主催  （社）北海道土地改良設計技術協会



 



最近の農業農村整備を巡る諸情勢

北海道開発局　農業水産部長　内村　 重昭

《　講　 演　 ２　》
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　　　Ⅲ・５　バイオマス利活用を核とした地域活性化

（取組事例等）バイオマス等の地域資源を活用した農山漁村の活性化
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講演会を終えて

　　講師　荒川　義人氏の経歴

　　１９５２　　旭川市生まれ

　　　　　　　　北海道大学大学院農学研究科卒　農学博士

　　　　　　　  専門は食品栄養学。天使大学栄養学科教授で学科長も務

　　　　　　　  める。札幌市食育推進会議会長

　　講師　内村　重昭氏の経歴

　　１９５２　　鹿児島県生まれ

　　１９７５　　九州大学卒

　　　　　　　　農林水産省入省

　　１９９２　　北海道農政部農村計画課長

　　１９９９　　農林水産省構造改善局総務課施設管理室長

　　２００１　　東海農政局農村計画部長

　　２００３　　北海道開発局網走開発建設部長

　　２００６　　東北農政局次長

　　２００７　　北海道開発局農業水産部長

開催日時　：　平成２０年１月３０日（水曜日）

　　　　　　　１３時３０分から１６時３０分まで

会　　場　：　ホテル　ポールスター札幌

主　　催　：　社団法人　北海道土地改良設計技術協会

平 成 １ ９ 年 度 第 ２ 回 土 地 改 良 研 修 会

　今後も、こうした形での情報提供を行っていきたいと考えていますのでご

支援とご協力をお願いします。

　当協会は公益事業の一環として、土地改良研修会を年数回企画しています。

　今回は荒川天使大学教授から食に関するお話しと内村北海道開発局農業水産

部長から最近の農業農村整備に関するお話しをいただきました。
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